
商品市況展望 平成 24 年 1 月 22 日記 

 

 北海道岩見沢で観測史上最深の 194 センチの積雪を記録するなど、何が地球温暖化だ？とい

うような豪雪になっている。先週末は、ちょっとだけ東京も雪が降ったし…。 

 この大雪の原因は、実はラニーニャ現象らしい。 

 

 ラニーニャ現象とは、ペルー沖の太平洋赤道付近で海面温度が低下する現象を言うもので、

エルニーニョ＝スペイン語で男の子を意味する気象現象とは真逆の女の子の意味だ。 

 そのラニーニャちゃんが起きると、何で日本の冬が寒くなるのかは知らんし、エルニーニョや

ラニーニャがなぜ発生するのかも科学的にまだ解明されていないようではあるが、ともかく今は

その｢女の子ちゃん現象｣が起きているわけだ。 

 最近は女子の方が強いと言うのは、サッカーでも柔道でも顕著なわけで、気候まで女性上位な

んだろうか…。 

 

 ともかくこのラニーニャ現象が起きると、 

〇日本では冬は寒く、夏は暑い。 

〇中国では干ばつになる。 

〇タイ、バングラデッシュでは洪水が起きる。 

〇米国ではハリケーンの発生が増える。 

 などという天候になるわけであり、穀物相場のみならず、原油相場にも影響が出る可能性は高

い。 

 

 もっとも現在のラニーニャ現象は、今年の 5 月頃には終了すると見られているようだ。よっ

て今年の夏の相場に影響が出るのかどうかは不明で、まさに神のみぞ知る話。 

 しかし色んな材料が出て、相場が乱高下してくれた方が我々には都合が良いわけで、どんどん

騒いでもらいたいものだ。 

 

 

 



〔貴金属〕 
今週の金の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

1 月 16 日 \4,062 -7 \4,062 -10 

1 月 17 日 \4,093 31 \4,096 34 

1 月 18 日 \4,083 -10 \4,090 -6 

1 月 19 日 \4,111 28 \4,114 24 

1 月 20 日 \4,111 0 \4,115 1 

金相場は、先週号においては『3,900 円〜4,200 円程度の逆張りに移るのではあるまいか。突

っ込み買い、吹き値売りでの対処がベターであると考える』とコメントした。 

今週の相場展開は、先物は週末に 4,127 円の高値まで示現。今週も昨年末・大納会の安値から

の反発を引き続き演じる格好で終了した。 

○東京金日足 

…削除済み… 

今週の上昇の勢いは鈍化したものの、3,808 円（12/30）→4,127 円（1/20）まで 319 円幅の

反騰中だ。 

 

だが昨年 9 月のように、たった 1 本の線で 500 円も動く事があるのが今のそう場ゆえ、20 日

間で 300 円幅の反騰はまだおとなしいくらいの動き。 

先週号でもコメントしたが｢チャートでは基準線にほぼ到達し、相対力指数も 30 ポイント→50

ポイントに戻したところ。また一目均衡表の雲の下での推移であり、この辺からは戻り売り圧力

も出て来るところだろう｣という値位置であり、ユーロも急反騰、株も急反騰している中では、

一度押し目が欲しいところ。 

 

よって結論から先に言えば、相場観は先週と同様に3,900円〜4,200円の逆張りとの考え方で、

4,000 円を割り込んだら新規買いをしたいが、ここからの高値は利食い売りがベターとの考え方

だ。 

来週は FOMC があるため、その前後が変動のポイントかも…。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \3,763 2 月 24 日 \4,750 9 月 7 日 \3,535 3 月 18 日 \4,111 

2012 年 4 月 \3,970 4 月 26 日 \4,751 9 月 7 日 \3,807 
12 月 30

日 
\4,117 

2012 年 6 月 \3,909 6 月 28 日 \4,754 9 月 7 日 \3,810 
12 月 30

日 
\4,118 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 
12 月 30

日 
\4,118 

2012 年 10 月 \4,229 
10 月 27

日 
\4,510 11 月 9日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,117 

2012 年 12 月 \4,037 
12 月 26

日 
\4,127 1 月 20日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,115 

  

○NY 金日足（1/19 現在） 

…削除済み… 

週末 1/20 の NY 市場は、前日比 9.5 ドル高の 1664.0 ドル。国内換算だと 15 時半比で 9 円高

である。 

 



昨年末の安値 1523.9 ドル（12/29）→1660 ドル台まで戻して来た相場だが、…中略… 

 

CFTC 発表の 1/17 現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

また 1/20 現在の ETF 残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、昨年末大納会の 3,800 円は底だと考えるが、買うなら 2番底を取

りに行く場面で仕込みたい。ここからの高値は利食い売りであろう。 

 

 
今週のプラチナの値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

1 月 16 日 \3,686 15 \3,709 19 

1 月 17 日 \3,746 60 \3,766 57 

1 月 18 日 \3,734 -12 \3,760 -6 

1 月 19 日 \3,745 41 \3,798 38 

1 月 20 日 \3,459 -16 \3,788 -10 

プラチナ相場は、先週号においては『材料的にはまだ急騰するには支障が大きいだろうが、昨

年末で底入れをしているのではあるまいか。押し目買い中心の逆張りが良いだろうと見る』とコ

メントした。 

今週の相場展開は、続伸して週末は 3,816 円（1/20）と 3,800 円台を一時回復。 

○東京プラチナ日足 

…削除済み… 

昨年末・大納会の安値は底と見ていたが、3,376 円（12/30）→3,816 円まで 440 円幅の反騰

中である。 

 

先週末はフランスを中心に欧州 9ヶ国の国債も格下げされたが、…中略… 

 

一代の動きは以下のとおり。 
東京プラチナ一代の動

き 
      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \4,817 2 月 24 日 \4,997 4 月 11日 \3,351 
12 月 30

日 
\3,759 

2012 年 4 月 \4,826 4 月 26 日 \4,921 5 月 6 日 \3,363 
12 月 30

日 
\3,771 

2012 年 6 月 \4,445 6 月 28 日 \4,770 8 月 23日 \3,370 
12 月 30

日 
\3,774 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 
12 月 30

日 
\3,782 

2012 年 10 月 \3,918 
10 月 27

日 
\4,199 11 月 9日 \3,375 

12 月 30

日 
\3,787 

2012 年 12 月 \3,605 
12 月 26

日 
\3,816 1 月 20日 \3,376 

12 月 30

日 
\3,788 

 

○白金－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、3,788 円（プラチナ）－4,115 円（金）＝－327 円。 

 

-500 円以上の逆ザヤで 2番底を付けたサヤは、－300 円台まで縮小。やっと一目均衡表の雲の



上に出るトレンド転換である。 

来週もこの辺の価格差を維持できるのなら、昨年 1年間続いたプラチナの割安に向いたトレン

ドは、ついに解消に向かうだろう。今はプラチナ買い・金売りのサヤ取りは、再び妙味が出て

きたものと考える。 

 

結論として当方の相場観は、昨年末の安値で底を打っている相場であり、押し目買いを継続す

る相場であろう。出来れば急落してくれれば、仕込み易い価格になるのだが。 

 

 

 



〔穀物〕 
今週のコーンの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

1 月 16 日 \23,800 -350 \22,240 -200 

1 月 17 日 \23,790 -10 \22,410 170 

1 月 18 日 \23,730 -60 \22,300 -110 

1 月 19 日 \23,600 -130 \22,020 -280 

1 月 20 日 \24,000 400 \22,440 420 

まずはコーンから… 

先週号においては『天候相場期前の安値は買い場になるとは思うものの、外部要因も悪いので

慌てて買う事もなかろう。既存の買い玉を保有している向きは、ファンドが投げきるまでじっと

我慢の展開だろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、1/19 には 21,900 円の安値まで記録するものの、週末は反騰。安値からは

500 円強の戻りで終了である。 

○ 東京コーン日足 

…削除済み… 

農務省報告ショックは織り込んだだろうが、チャートはまだ雲の下での推移。外部要因は好

転し出したものの、南米の干ばつ懸念はだいぶ和らぎ、今年の米国の作付面積も増加の予測が出

ている中では、トレンド転換するまでには時間が掛かりそうである。 

 

インフォーマ社によると、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 
東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 3 月 \26,850 2 月 16 日 \28,980 4 月 11日 \22,050 
11 月 28

日 
\24,000 

2012 年 5 月 \27,970 4 月 18 日 \29,360 4 月 21日 \22,000 
11 月 28

日 
\23,500 

2012 年 7 月 \28,180 6 月 16 日 \28,560 8 月 30日 \22,110 
12 月 15

日 
\23,700 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \28,550 9 月 13日 \21,930 
11 月 28

日 
\23,500 

2012 年 11 月 \24,400 
10 月 17

日 
\24,750 

11 月 10

日 
\21,110 1 月 1 日 \22,440 

2013 年 1 月 \21,790 
12 月 16

日 
\23,270 1 月 13日 \21,650 

12 月 16

日 
\22,440 

  

○シカゴコーン日足（1/19 現在） 

…削除済み… 

週末 1/20 のシカゴ市場は、中心限月の 3月限で前日比 5.50 セント高の 611.50 セント。国内

換算では 15 時半比 20 円高である。 

6 ドル割れからは戻っているわけだが、ここから一段高するには何かインパクトのある材料が

必須だろう。 

 

ただし弱かった米農務省報告とはいえ、在庫率は 6.7％と変わらずで、昨年の 8.6％よりはま

だかなり低い水準。そんなに下が無かったのも、大崩れするほどファンダメンタルズが悪くなか

ったという事だろう。 

 

なお CFTC 発表の 1/17 現在のファンドのポジションは、…中略… 



  

結論として当方の相場観は、ファンダメンタルズはそんなに悪くないが、インパクトのある買

い材料も無いので、おとなしい相場展開が続くだろう。残念ながら新春の穀物相場は、あまり妙

味がなさそうだ。 

 

 
今週の大豆の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

1 月 16 日 \33,710 -190 \38,210 -400 

1 月 17 日 \33,860 150 \38,530 320 

1 月 18 日 \33,350 -510 \38,390 -140 

1 月 19 日 \32,910 -440 \38,400 10 

1 月 20 日 \33,230 320 \38,860 460 

続いて一般大豆です… 

先週号においては『買い玉は損切りでも撤退して様子見であろう。南米の干ばつ懸念も後退し

ている中での期末在庫増は悪く、外部環境はもっと悪い。ファンドが投げるまではダメな相場で

あろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、38,000 円台でのもみ合いとなり、下抜けずに週末は反騰となった。 

○東京大豆日足 

…削除済み… 

大崩れは避けられて週末は戻したが、週明けはシカゴ安でまた安そうではある。上がるなら上

がる、崩れるなら崩れるとハッキリしてくれればやりようはあるが、この状態ではまだ横ばいを

続けそうだ。 

新春相場は、｢ひねもす、のたりのたりかな｣という展開が続きそうだ。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \51,280 2 月 16 日 \52,780 4 月 11日 \31,400 
11 月 28

日 
\33,230 

2012 年 4 月 \50,170 4 月 18 日 \51,180 4 月 21日 \31,200 
12 月 16

日 
\33,600 

2012 年 6 月 \49,820 6 月 16 日 \49,910 9 月 5 日 \33,600 
12 月 16

日 
\35,500 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \50,110 9 月 5 日 \35,610 
12 月 15

日 
\38,040 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \44,250 
10 月 17

日 
\36,410 

12 月 15

日 
\38,640 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \39,390 1 月 4 日 \36,830 
12 月 16

日 
\38,860 

 

○シカゴ大豆日足（1/19 現在） 

…削除済み… 

週末 1/20 のシカゴ市場は、3 月限で 10 セント安の 1187 セント。東京市場 15 時半比では 440

円安のである。 

下げた材料はアルゼンチンの降雨予報。12 ドル台を維持するには力不足のようであり、逆に

11 ドル台を割り込むほど悪くもなさそうというのが現状の相場である。 

 

弱気の米農務省報告はだいぶ織り込んだと思われるが、ファンダメンタルズでは在庫率を

7.6％→9.1％に大幅改善であり、前年の 6.6％よりもかなり多い。 



これでは面白い相場になるとは思えず、何らかの天候異変が無いと大きな上げにはつながらな

いだろう。 

 

なお CFTC 発表の 1/17 現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、外部環境の好転で下抜けは回避されたが、大豆自体に買い材料は

無い。まだ買える相場ではないだろうから、当面は離れて見ているのが良いだろう。 

 

 

 



〔コメ〕 
今週のコメの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

1 月 16 日 \13,740 140 \13,870 -200 

1 月 17 日 \13,590 -150 \13,970 100 

1 月 18 日 \13,450 -140 \14,050 80 

1 月 19 日 \13,500 50 \14,070 20 

1 月 20 日 \13,700 200 \14,150 80 

 

もう少し人気が出てくれば解説にも力を入れたいのだが…。ただし、やっとチャートも出来ま

した。これでチャーチストも参加してくれればねえ！ 

〇東京コメ日足 

…削除済み… 

 17,000 円台で発会した 1月限は、週末に 13,700 円で納会。受け渡し高はまだ出ていない様だ

が、…中略… 

 

 この価格は、間違いなく現物の実勢価格と比べた場合には割安なはずである。福島県産のコ

メは売りづらいと思われるが、標準品の茨城産なら 15,000 円近辺でもさばけるはずである。 

 農協ががっちりと現物を押さえちゃっているので、渡し物は当面 12 月限で受け渡しされた中

通り産しか流通しそうもないゆえ取引所価格は下ザヤに居るが、これは現実的には変な状況だ。 

 

 …中略… 

 
東京コメ一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 1 月 \17,280 8 月 9 日 \17,400 8 月 9 日 \13,120 1 月 11 日 \13,700 

2012 年 2 月 \15,500 8 月 22 日 \15,700 8 月 26日 \13,350 9 月 29 日 \13,970 

2012 年 3 月 \14,200 9 月 21 日 \15,240 11 月 9日 \13,360 9 月 29 日 \14,000 

2012 年 4 月 \14,330 
10 月 21

日 
\15,250 11 月 8日 \13,380 1 月 11 日 \14,020 

2012 年 5 月 \14,700 
11 月 21

日 
\14,790 

11 月 21

日 
\13,440 1 月 11 日 \14,050 

2012 年 6 月 \14,170 
12 月 21

日 
\14,200 1 月 20日 \13,480 1 月 11 日 \14,150 

 

 

 



〔ゴム〕 
今週のゴムの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

1 月 16 日 263.0 3.0 280.3 2.7 

1 月 17 日 274.0 11.0 291.0 10.7 

1 月 18 日 283.5 9.5 298.5 7.5 

1 月 19 日 288.5 5.0 305.1 6.6 

1 月 20 日 297.9 9.4 314.5 9.4 

先週号においては『280 円台からの上値は困難だろう。戻り売り時代は相当の長期間に渡って

続くと想定され、戻り売り一貫の相場であるとの判断である』とコメントした。 

今週の相場展開は、17 日から噴き上げた相場が一気に 315 円台まで上昇。あっという間に 35

円の上昇であり、当方の相場観も大曲りする事となった。 

○東京ゴム日足 

…削除済み… 

｢280 円台から上は困難だろう｣｢所詮は戻り売りだろう｣との見方が、あまりにも広がり過ぎた

のかもしれない。それを抜けて、相場は一気に舞い上がった。 

 

大発会後の安値 258.7 円（1/5）→315.8 円（1/20）までの上昇幅は 57.1 円にも及び、戻って

も 30 円程度だろう…としていた向きは踏まされ、先物 2本が一代高値を更新した事で、今度は

相当数が強気に転換したはずだ。 

 

しかし週末の夜間取引では、一転して 10 円ほどの下落となっており、相場の先行きは再び怪

しくなっている。 

｢相場と幽霊は寂しい方に出る｣の典型なわけだが、相場なのだからたまにはこんな化け物も出

るだろう。だが所詮は戻り売り…という当方の考え方に変化はない。早晩、化けの皮が剥がれる

はずだ。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 1 月 383.8 7 月 26 日 396.5 7 月 27日 244.0  
11 月 11

日 
297.9  

2012 年 2 月 362.2 8 月 26 日 379.0 8 月 31日 246.0  
11 月 11

日 
298.5  

2012 年 3 月 318.7 9 月 27 日 327.9 
10 月 17

日 
247.5  

11 月 11

日 
302.5  

2012 年 4 月 292.5 
10 月 26

日 
316.2 

10 月 28

日 
248.6  

11 月 11

日 
307.7  

2012 年 5 月 266.0 
11 月 25

日 
312.9 1 月 20日 256.9  1 月 5 日 311.9  

2012 年 6 月 279.6 
12 月 22

日 
315.8 1 月 20日 258.7  1 月 5 日 314.5  

 

当先のサヤは、1月限 297.9 円～6月限 314.5 円と 16.6 円の順ザヤ。順ザヤ幅に変化はない。 

  

週末現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は、12/31 現在で 1,141 トン増の 13,439 トン。4旬ぶりの増加である。 

 

12/30 の上海ゴム在庫は、前週比 1,365 トン増の 32,974 トン。その後はまだ未入電。 



 

上海ゴム価格は、…中略… 

 

さて今回ゴムが急騰した要因に、タイの価格テコ入れ政策（市場介入で在庫を吸い上げる）が

あるわけだが、もしもそれが完全に実施されたとした場合でも高値は最大 340 円と想定されてい

る。 

生産国の価格介入はあまり効果を上げたという記憶がないので、そういう話が出ている間が華

だと思うのだが…さて？ 

   

 結論として当方の相場観は、戻り売り人気が強くなり過ぎたのか、人気の裏目が出て上値抵抗

戦を突破。一気に 35 円の急騰を演じたが、強気が増えれば今度は逆の目が出るだろう。 

 

 

 



〔石油製品〕 
今週の原油の値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

1 月 16 日 \53,470 -180 \51,530 -420 

1 月 17 日 \53,680 210 \52,160 630 

1 月 18 日 \53,700 20 \52,150 -10 

1 月 19 日 \53,620 -80 \52,040 -110 

1 月 20 日 \53,910 290 \52,570 530 

まずは原油から… 

先週号においては『調整局面入した相場であるが、大きな押しは無いだろう。調整完了を待つ

か、急落を待って買う相場であると見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、NY 原油は再び 100 ドル台へ乗せての推移であったが、週末は 98.46 ドル

と下落して終了。 

 

東京原油は、週明けこそ 51,000 円台であったが、その後は 52,000 円台でのもみ合い。ただ

し週末の夜間取引では、NY 原油安を受けて 1,000 円ほど下落している。 

 

○NY 原油日足（1/19 現在） 

…削除済み… 

週末 1/20 の NY 市場は、前日比 1.93 ドル安の 98.46 ドルで終了。今は完全に 100 ドルを中心

としたもみ合いに移行している。 

 

イラン問題や欧州・中国などの景気問題なども不透明であり、…中略… 

 

結論から先にいえば、目先はちょっとまた売られ、その後にまた急反騰するのが当方にとって

は都合が良いが、相場は必ずしも自分の都合の良い様に動くものではないので、さてどうなる

か？ 

 

 なお 1/17 現在のファンドのポジションは、…中略… 

   

○東京原油日足 

…削除済み… 

週末の北海ブレントは 109 ドル台、ドバイ原油は 107 ドル前後であり、まだ NY 原油とのサヤ

は変わらず。 

週末は 52,500 円台での終了だが、夜間取引ではそこから 1,000 円安。 

 

チャートでは下げても 5 万円は簡単に割れないだろうし、53,000 円と来れば青天井であろう

が、今のところ相場は同じ材料を表から見たり、裏から見たりでもみ合いである。 

 



 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 1 月 \54,590 8 月 1 日 \55,780 8 月 2 日 \44,840 10 月 5 日 \53,910 

2012 年 2 月 \52,500 9 月 1 日 \53,930 1 月 13日 \44,550 10 月 5 日 \53,560 

2012 年 3 月 \45,770 10 月 3 日 \53,710 1 月 13日 \44,390 10 月 5 日 \53,170 

2012 年 4 月 \50,630 11 月 1 日 \53,460 1 月 13日 \48,130 
12 月 19

日 
\53,000 

2012 年 5 月 \51,720 12 月 1 日 \53,200 1 月 13日 \47,910 
12 月 19

日 
\52,760 

2012 年 6 月 \51,590 1 月 4 日 \52,960 1 月 13日 \51,100 1 月 4 日 \52,570 

  

結論として当方の相場観は、週末の夜間取引では下げてしまったが、5万円は簡単に割れない

だろう。いずれは上に向かうと思うが、53,000 円と来れば青天井になって行くと考える。押し

目買い方針である。 

 

 
今週のガソリンの値動き 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

1 月 16 日 \63,790 -520 \64,750 -420 

1 月 17 日 \63,850 60 \65,390 640 

1 月 18 日 \63,250 -600 \65,530 140 

1 月 19 日 \63,220 -30 \65,670 140 

1 月 20 日 \63,680 460 \66,390 720 

続いてガソリンです…先週号においては『目先の相場は調整局面に入っただろう。週末まで一

代高値を更新してきた相場だけに、まずは一度下押すのが先だろうと見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けこそ 65,000 円割れまで押したが、その後はまた続伸。週末は 66,400

円（1/20）とまた高値更新となった。 

○東京ガソリン日足 

…削除済み… 

チャートでは完全に上放れ。もっとも週末の夜間取引では、NY 原油安を受けて再び 1,000 円

ほど下落しているが…。 

 

再び 65,000 円を割り込むようなら押しは深いと思われるが、そうならないのならすぐに切り

返して高値追いとなるのではなかろうか。原因を明確に説明する事は出来ないが、何だか強そう

に見える相場である。 

 

 一代の推移は、以下のとおり。 
東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \66,600 7 月 26 日 \66,800 7 月 27日 \55,500 10 月 5 日 \63,680 

2012 年 3 月 \61,280 8 月 26 日 \65,910 1 月 13日 \55,800 10 月 5 日 \65,110 

2012 年 4 月 \58,900 9 月 26 日 \67,190 1 月 20日 \57,260 10 月 5 日 \67,140 

2012 年 5 月 \62,380 
10 月 26

日 
\67,150 1 月 20日 \59,350 

11 月 22

日 
\67,120 

2012 年 6 月 \61,020 
11 月 28

日 
\66,740 1 月 20日 \60,510 

12 月 19

日 
\66,720 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\66,400 1 月 20日 \62,500 

12 月 30

日 
\66,390 

 先物 4本が今週も一代高値の更新である。 



 

1/20 現在の業者間転売価格は、…中略… 

  

1/14 現在のガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、チャートは力強い押し目買いを示唆。ここは素直にそれに従って

みたい。押し目買い方針である。 

 

 
今週の灯油の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

1 月 16 日 \68,150 -310 \62,700 -360 

1 月 17 日 \68,490 340 \63,290 590 

1 月 18 日 \68,230 -260 \62,840 -450 

1 月 19 日 \67,780 -450 \62,420 -420 

1 月 20 日 \68,350 570 \63,010 590 

最後に灯油です…先週号においては『需給が緩んでいる相場に急騰はなかろう。そろそろまた

大きく下押す時期が到来したと見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、ガソリンが一代高値を更新する中で、灯油も週末は戻ったもののその前に

下落しており、高値更新にはほど遠い展開で終了。夜間取引ではガソリン同様に 1,000 円下落し

ている。 

○東京灯油日足 

…削除済み… 

64,000 円から頭の重い展開が続いており、チャートはガソリンが押し目買いを示唆している

のと反対に、若干下向きの情勢となっている。 

 

同じ石油製品なのだから、まさか｢ガソリンが急騰して、灯油が急落する｣という事もないだろ

うが、金とプラチナ、NY 原油と北海原油のサヤの変化の例もあることで、常識が通用するとも

限らないのが相場だ。 

現在の在庫は、明らかに灯油が過剰になっているわけであり、この灯油だけは買いたくないと

いう考えは変わらない。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 
東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \69,790 7 月 26 日 \69,840 7 月 26日 \59,980 10 月 5 日 \68,350 

2012 年 3 月 \64,150 8 月 26 日 \67,880 11 月 9日 \58,670 9 月 26 日 \66,950 

2012 年 4 月 \59,490 9 月 26 日 \66,770 11 月 9日 \57,250 10 月 5 日 \65,420 

2012 年 5 月 \61,740 
10 月 26

日 
\66,310 11 月 9日 \59,010 

12 月 19

日 
\63,850 

2012 年 6 月 \62,400 
11 月 28

日 
\64,810 12 月 6日 \58,700 

12 月 19

日 
\63,060 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\64,030 1 月 6 日 \50,660 

12 月 30

日 
\63,010 

  

1/20 現在の業者間転売価格は、…中略… 

 

1/14 現在の灯油在庫は、…中略… 

寒波が長く続けば適正在庫まで戻るかもしれないが、それは今後の天候次第であろう。 



  

 結論として当方の相場観は、原油・石油製品相場の中では灯油だけ売り方針。それはチャート

の悪さと過剰在庫からそう見ているわけで、それが変化した場合はその限りではないが、現状で

は戻り売り方針を堅持。 

  

  

  



〔為替〕 

○ ドル/円相場日足 

…削除済み… 

週末の NY 市場では 76.93 円での終了。円高も一服して横ばいにはなって来たが、まだ円安ト

レンドの発生とはなっていない。 

78 円と来ればちょっとは変わりそうだが、逆に何かあればまた円高になるのかもしれず、今

は様子見であろう。 

 

○ ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

週末の NY 市場では、一時 100.29 円まで円安/ユーロ高となった。97.02 円まで円高が進行し

たが、欧州９ヶ国の格下げで材料出尽くしとなったわけだ。 

 

しかし欧州経済危機が解決したわけじゃない。どんな下げ相場でも戻りはあるわけで、その

戻りが終わればまた下げ相場が到来するわけだ。ユーロ安が終わったとは、全然思っていない。 

 

○ ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

こちらもユーロが反発した格好であるが、あくまでもこれは指数調整と利食いの買い戻しだろ

う。 

一巡すれば、またドル高/ユーロ安になるものと考えており、そうそう簡単にトレンドに変化

は出ないだろうと見ている。 

 

 

このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

ひげの中ちゃん相場情報 

中田幸一郎 

メールアドレス info@higenaka.com 


